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存在する. そのため MC1R 変異データは, ホモサピエン
スの分岐過程を考察する際に有益な情報のひとつとな










データを用いて, 日本人の MC1R 遺伝子の進化過程を




















ドリア DNA（mtDNA）D ループ第 1 可変域（520 塩基
対）および第 2 可変域（202 塩基対）を解読し, それぞ
れ 2 つのハプロタイプ（A・B）を検出した. ハプロタイ
プの地理的分布状況には偏りが見られ, 逸走元である
動物園を境に A タイプは時計回りに,B タイプは半時計
周りに分布拡大したように観測された. 
今年度までの研究で, 有害駆除や学術捕獲で得られ
た約 120 個体の DNA サンプルを用いて常染色体マイク
ロサテライト 11遺伝子座, Y染色体マイクロサテライト
3 遺伝子座の解析を行った. 常染色体マイクロサテライ
ト 11 遺伝子座は全て多型性を示し, 計 44 個の対立遺伝
子が検出された（平均 4 個）. 全遺伝子座において有意
水準 5％でハーディ・ワインベルグ平衡が成立した . 
mtDNA ハプロタイプでは地理的分化が見られたが, 常
染色体遺伝子の結果では島内に分集団化は見られず , 
大島個体群はひとつの繁殖単位である可能性が示唆さ
